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津
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量
昭
初
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加
・泡品川
・お
兵
衛
・
主
辞
と
帯
し
た
。
交
正
由
民
の
波

後
八
千
石
や
占拠
ぎ
、
前
川
斜
紀
に
仕

へ
、
安
利
三
年

若
年
慌
に
任
じ
、
点
平
二
年
定
火
消
と
な
り
、
被
年

二
千
石
を
噌
し
て
一
万
石
や
.
受
け
、
家
老
に
地
ん
だ

が
、
元
政
三
年
憎
め
、
開μ
永
中
制
問
山
幸
夫
徳
院
関
取

火
泊
に
任
じ
、
平
保
五
年
後
家
老
と
な
り
、
悦
子
の

山仰
脅
魚
ね
、
七
年
加
判
の
抗
に
列
し
た
o
九
年
退
老

し
、
剃
髪
し
て
部品
門
と
蹴
し
、
益
老
秩
七
百
石
を
受

け
、
同
年
入
月
四
日
間
問
。
年
七
十
四
。
示
問
、
前
倒

綱
紀
に
仕
へ
る
こ
と
五
十
年
、
人
と
お
り
例
儒
魂

政
七
年
を
以
て
生
ま
れ
、
幼
名
作
次
郎
。
安
保
十
年

徳
川
氏
の
山
酬
と
な
り
、
同
年
脱
走
し
て
京
に
赴
君
、

防
家
の
伐
と
な
っ

て
苦
裂
し
、
廿
五
円
以
の
時
大
寂
の

緒
方
洪
陀
の
門
に
入
り
、
三
年
の
後
中
凶

・
間
同
に

遊
び
、
W
び
大
坂
に
郎
り
て
絡
方
氏
の
m
盟問刊
に
進
み
、

染
大
に
准
ん
で
柑却
に
湿
っ
た
。
是
に
於
い
て
滞
侯
の

侍
殴
に
任
じ
、
二
十
人
扶
持
を
受
け
、
殴
郎
三
年
卯

反
山
益
生
所
が
起
っ
て
か
ら
後
、
拙附
及
び
w
酬
の
間
四
務

に
山
川
〈
す
所
多
か
っ
た
。
明
治
十
二
年
，1
月
間訳
、

m

a
v
h
い
f
h

、。
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ツ
ダ
シ
ョ
ウ
ザ
エ
モ
ン

津
田
庄
左
衛
門

初
め

て
前
川
利
長
に
仕

へ
て
六
百
一
泊
十
石
そ
領
し
た
。
子

孫
刺
綴
い
で
滞
に
日
へ
る
。

ツ
ダ
シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

津
田
正
流

出
耐
の
御
留
仰

と
し
て
五
十
人
扶
持
を
受
け
、
手
保
十
六
年
六
十
九

前
中
」
以
て
夜
。

子
田
町
総
府
側間以
・
正
初出
・
仰
時
・昌
模

造
問
等
制
綴
い
だ。

ツ
ダ
h
F
カ
マ
サ

津
田
孝
正

辺
都
三
郎
左
衛
門
。

玄
詐
正
忠
の
七
男
ヰ
之
助
か
ら
武
代
。
品
開
三
百
石
。

不
行
献
な
る
や
-
以
て
貸
出
町
七
年
記
浪
者
命
ぜ
ら
れ
、

明
和
元
年
三
月
十
一
日
四
十
六
歳
で
知
行
そ
召
政
さ

L
」
」
。
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五
五

除
、
椅
め
て
部
慌
が
あ
っ
た
。
亦
諮
問
者
好
み
、
仙

一
続
、
初
内
世
間
太
の
家
に
烹
・り、

制
途
亡
訂泊
し
た
る
を

一
て
一
一
郎
石
と
な
り
、
同
年
若
年
寄
に
任
じ
、
家
老
に

令
と
蹴
L
、
時
前
半
一古前祭
huγ

と
い
ひ
、
別
に
地
政
知

一
以
て
、
九
且
十
六
日
知
行
そ
召
政
さ
れ
、
二
十
人
扶

一
准
み
、
什
年
十
月
之
脅
先
じ
、
究
保
二
年
七
月
什
五

と
蹴
し
、
京
十
川
剛
伯

・
京一
的
鳥
山
側
W
H
に
従
臨
し

一
持
札胃
腸
う
て
明
和
三
年
二
月
組
外
に
班
L
、
天
明
六

一
日
六
十
肢
を
以
て
駁
し
た
。

た。

一
年
七
且
外
間
留
御
犯
、
文
化
二
年
九
月
十
九
日
夜
し

一

ツ
ダ
ホ
ウ
ケ
イ

津
田
鳳
卿

沼
格
亮
之
助
、
宇

ツ
ダ
h
F
ロ
タ
ロ
ウ

津
田
太
郎
九
郎

定
稀
御
尚

一
た。

一
は
邦
儀
、
梧
附
と
蹴
し
た
。
平
和
三
年
明
倫
堂
勾
誠

廻
で
知
行
首
抗
十
行
守
受
け
た
。
天
利
元
年
七
H
A
加

一

ツ
ダ
ナ
ガ
オ
キ

津
田
長

意

初

め
総
凶
左
迂
将

一
加
人
と
な
り
、
文
化
元
年
助
政
に
加
で
ら
れ
、
同
年

限
彦
左
術
門
の
子
次
郎
左
衛
門
が
、
太
郎
九
郎
の
家

一
段
又
は
下
野
智
と
都
L
、後
に
拠
右
術
門
と
改
め
た
。

一
交
の
線
二
百
石
や
一製
い
で
御
山内
加
盟
に
斑
し
、
次
い
で

に
て
町
人
を
殺
し
、
金
子札
γ-蒋
う
て
そ
の批
同
所
町
め

一
一緑
川
左
出
向
先
の
子
、
信
長
の
従
別
で
あ
っ
た

o
m臣
一
文
政
四
年
冊
目
物
務
行
加
入
に
任
じ
、
五
年
本
役
と
な

む
い
た
こ
と
設
問
先
L
、
前
川
相
舟
H
N
恐
に
御
瓶
と
な

↑
努
吉

・
出
住
民
郷
に
竹

へ
、
次
い
で
前
間
利
家
に
陸

一
ーり
愈
純
山
刊
文
附
や
一官
し
、
天
保
四
年
叉
陶
土
縦
器
仔

。
、
後
切
腹
荷
命
ぜ
ら
れ
た

o
i
カ
ト
ウ

e

ヒ
コ
ザ
エ

一
事
L
、
イ
沢
首
石
キ
~
受
け
、
後
七
百
抗
十
石
そ
m
U
抽出

一
を
絞
れ
、
一カ
年齢相
抗
十
十
甘
受
加

へ
、
イ
一
年
御
M
m
塑

そ

γ

加
山
間
彦
左
術
門
。

一
野
勝
敗
に
諮
っ
た
o
流
氷
十
凶
何
十
三
月
況
日
入
十

一
一
伎
役
粂
御
白
物
方
御
用
と
な
っ
た
。
臥
卿
利
誌
の
怒

ツ
ダ
チ
カ
ミ
ツ

津
田
近
光

一
辿
紘
一
幽
。
紅
戸

一
此
軒
以
て
裂
。
子
孫
仰
々
総
に
仕
へ
る
。

一
に
於
い
て
批
世
間
制
せ
ぬ
こ
と
な
く
、
昨
巾
の
士
間
川
県
紋

の
傑
士
で
、
前
開
綱
紀
に
召
出
さ
れ
一
此
十
人
扶
持
を

一

ツ
ダ
ナ
リ
ナ
ホ

津
田
成
直

沼
桝
抗
郎
兵
術
。

一
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
も
の
あ
れ
ば
、
就
い
て
之
を
問

領
し
た
。
子
孫
相
酬
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

一
ハ
久
住
駒
阿
世
は
問
問
秀
頼
に
仕

へ
、
大
坂
に
於
い
て

一
ふ
を
作山
と
し
た
。
文
能
く
斡
非
子
中
一
桜
み
、
約
非
子

ツ
ダ
チ
ユ
ウ
セ
ツ

津
田
中
節

幼
名
九
出
凶
郎
、
一
討
死
し
た
。
成
直
流
永
十
八
年
前
川
光
自
に
仕

へ
、

一
…僻
枯
金
制
口
二
十
一
容
を
私
し
、
滞
侯
の
命
に
よ
り
古

後
是
知
と
改
め
、
前
川
と
川
町
し
た
。
祐
川
豹
阿
剖
閣
の
一
氏
や
改
め
て
七
百
お
そ
閉
山
し
、
出
治
三
年
大
小
将
、

一
文
刊
日
を
蒐
集
し
て
汲
古
今
編
十
二
加
と
な
し
、
戒
は

嫡
子
随
分
知
燃
の
ご
見
で
、
天
保
問
年
十
月
本
家
器
一

延山
H

三
年
御
山内
組
に
列
し
、
山一
苧
一兆
年
間
担
O

子
孫
相

一
由
民
踏
を
断
資
L
、
諒
郎
考
古
盤
記
・笠
間
御
遊
記
・大

得
の
援
を
承
け
て
問
凹
止町
議
と
し
、
名
所
道
附
と
殴
め

一
議
い
で
務
に
仕

へ
る
。

一
野
郷
紡
古
郡
記
・
遊
梅
山
山
制
記
・
泊
三
凶
m
M
記
・依
谷

た
が
、
後
老
い
て
滋
賀
と
抑
制
し
、
家
ψ
筋
子
道
附
に

一

ツ
ダ
/
プ
ナ
リ

津
田
信
成

泊
桝
鍔
三
郎

・
貞

一
組
加
担
・
石
川
紡
古
溜
記
を

作
っ
た
。
弘
化
問
年
間
四

桜
っ
た
。
文
久
二
年
九
月
サ
三
日
夜
、
行
年
抗
十
四
o
-
逃
・次
郎
左
衛
門
・
字
兵
街
。
文
政
丸
年
矢
宇
兵
術
信

一
且
廿
三
日
齢
六
十
九
そ
以
て
夜
。

ツ
ダ
ド
ウ
ジ
ユ
ン

津
田
道
順
初
附
名
は
親
孝
、
一
邦
の
政
百
抗
十
石
青
山間ぎ
、
組
外
に
列
L
、
天
保
三

一

ツ
ダ
マ
サ
ア
キ
ヲ

津
田
正
昭

逝
抑
制
求
潟

・
内

京
附
に
於
い
て
留
守
染
と
し
、
山
地
砲
と
抑
制
し
、
明
M
m

一
年
御
馬
麹
に
判
じ
、
七
年
定
線
地
奉
行
、
九
年
御
近

一
記
。
玄
詐
剛
山
術
の
二
男
。
同
姓
政
太
夫
正問題
の
益
子

=
一年
七
月
九
日
四
十
四
山
耐
を
以
て
寂
し
た
。
子
協
は

一
首
番
、
」l
二
年
御
武
兵
器
行
容
に
任
じ
、
拡
化
元
年

一
と
な
り
、
元
文
二
年
也
知
千
石
を
恕
ぎ
、
大
小
綿

・

鋭
明
、
父
の
地
点
奇
襲
い
で
休
明
砧
と
都
し
、
後
治
聞
と

一
七
月
裂
、
成
四
十一

一o
信
成
は
幹
姉
と
蹴
L
、
結
宏

一
大
小
将
番
町
御
歩
一朗
・御
小
将
聞
に
阪
任
L
、
資
脂

股
め
た
が
、
子
孫
岱
そ
の
名
そ
綴
い
だ
o
逃
附
は
金

一
系
袖川
ご
十
容
そ
著
し
た
。

一
八
年
兄
玄
詐
将
附
の
名
跡
を
抽
嗣
い
で

一
一肌
石
を
領

抑
に
移
っ
て
外
科
及
び
小
児
科
や
専
門
と
し
、
傍
ら

一

ツ
ダ
ノ
ブ
ヒ
ザ

津
田
信
肉

池
都
町
田
イ
郎
。
父

一
し
、
自
分
知
を
除
か
れ
た。

九
年
八
月
御
家
者
に
任

刷出総

hr-nぎ
、
平
保
二
年
十
二
対
汁
三
日
七
十
三
桜

一
孫
十
郎
信
政
は
間
限
努
吉
に
仕
へ
、
法
除
し
て
宗
拶

一
じ
、
明
和
七
年
十
月
八
日
沢
十
ご
政
で
裂
。

を
以
て
明
日
し
た
。
弟
光
明
家
を
製
ぎ
、
光
明
に
三
子

一
と
抑
制
し
た
が
、
元
利
元
年
大
坂
に
て
討
死
し
た
。
信

一

ツ
ダ
マ
サ
カ
ゐ
草

津
田
正
竪

泊
抑
制
政
太
夫
。
元

あ
っ
た
が
、
長
は
夫
L
、仲
子
札
口
は
別
に
家
中
‘興
L
‘
一
向
寛
永
四
年
前
川
利
協
に
召
川
さ
れ
、
部
一白
石
合
領

一
一昨
十一

一年
父
求
服
地我
慢
の
泊
知
千
石
を
桜
ぎ
、
御山口

季
子
肱
川
又
は
判
的
制
宗
家
今
一承
け
た
。

一
し
、
イ
凶
年
間
担
。
子
孫
刊
々
滞
に
日
へ
る
。

一
一術開申行
・定
布
施
迦
御
諮
問
・御
先

m
mに
限
任
L
、

ツ
ダ
ト
ヨ
ツ
末

津
田
盟
経

泌
総
作
右
衛
門
。

一

ツ
ダ
ノ
リ
ナ
ガ

津
田
敏
締

辺
都
隣
太
郎
・忠
=
二

元
文
二
年
九
月
十
四
日
七
十
四
肢
で
相
官
し
た
。

覧
延
元
年
0
1
七
郎
左
衛
門
の
也
知
四
百
石
弘
胃
袋
ぎ
、

一
郎
・修
理
・玄
辞
。
玄
割
前
設
問
の
子
。
U
T
保
入
年
六
月

一

ツ
ダ
マ
サ
カ
ツ

津
悶
正
勝

一

部
は
義
息
。
海

大
小
腕
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
向
H
M
m
十
三
年
抗
月
朔
日
間

一
新
知
千
石
を
受
け
、
九
年
七
月
父
致
仕
の
後
を
製
ぎ

一
一
桝
消
次
又
は
刑
郎
。
初
め
銘
柄
幽
洲
伐
に
仙

L
、
品M
m

圃.


